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（写真）選挙官報 “CNE 投票証人メンバーの選定規則を修正” 

 

 

２０２４年６月２１日（金曜） 

 

政 治                     

「カーターセンター 監視団派遣を正式に発表 

～人員不足のため全選挙プロセスは評価せず～」 

「６月３０日模擬選挙 投票場は１１７４カ所」 

経 済                     

「国内組み立て台数１２４５台に急増」 

「ベネズエラ ガス排出量が多い国で第５位」 

「ベネズエラ １２四半期連続で経済成長？」 

「CENDAS-FVM ５月の基礎食糧費は５４７㌦」 

社 会                     

「デジタル通貨で決済できる店舗が減少」 

24 年 6 月 22-23 日（土・日） 

 

政 治                    

「CNE 投票証人の選定規則を修正 

～証人は自分が投票した会場のみに限定～」 

「軍高官 MCM 氏のフェイクニュースを拡散」 

「英バークレイズ銀行 政権交代を予見」 

経 済                    

「民間セクターの外貨供給で為替レートが安定」 

「世界競争力ランキング ６７カ国中６７位」 

「IMF ２４年ベネズエラインフレ率１６０％？」 

社 会                    

「TT ベネズエラ移民の学校入学を許可」 
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２０２４年６月２１日（金曜）             

政 治                       

「カーターセンター 監視団派遣を正式に発表      

 ～人員不足のため全選挙プロセスは評価せず～」       

 

前号「ベネズエラ・トゥデイ No.1079」にて、米国の非

営利団体「カーターセンター」がベネズエラへの選挙監

視団派遣を準備しているとの記事を紹介した。 

 

６月２１日 カーターセンターは、プレスリリースを公

表。ベネズエラの大統領選への選挙監視団派遣を正式に

発表した。 

 

カーターセンターの選挙監視団派遣は、バルバドス合意

で交わされた約束事の１つで、同団体の派遣の意義は小

さくない。 

 

 

（写真）Carter Center プレスリリース 

 

プレスリリースによると、監視団の代表は同団体のラテ

ンアメリカ・カリブ海主席顧問の Jennie Lincoin 氏。 

Lincoin 氏のベネズエラ到着は６月２９日で、７月に入

ってから順次、他の選挙専門家もベネズエラに到着する

という。 

 

ただし、監視団の規模を理由に、「カーターセンターは

投票・集計・目録の確認など選挙の全肯定を評価するこ

とはせず、法的枠組みや人権スタンダードに沿った民主

的な選挙が実施されているかの確認に従事する」という。 

 

なお、カーターセンターはこれまでに４０カ国に対して

１２４回選挙監視団を派遣しており、１５カ国に対して

専門家チームを１５回派遣したという。 

 

「６月３０日模擬選挙 投票場は１１７４カ所」         

 

６月３０日に「選挙管理委員会（CNE）」は模擬選挙を

実施する。 

 

模擬選挙は、７月２８日の大統領選を想定し、投票機・

投票プロセスなどが適切に機能するかを実際にチェッ

クするためのもの。当日動員される選挙スタッフの訓練

的な意味合いもある。 

 

有権者が実際に投票を行うが、その結果は本番の大統領

選には一切影響を与えないし、模擬選の結果が公表され

ることもない。 

 

模擬選挙は、全国１，１７４カ所の投票場で行われる。 

 

会場は、カラカス首都区に９７カ所、ミランダ州に９４

カ所、スリア州に９４カ所、アンソアテギ州に７３カ所、

アラグア州に７１カ所、カラボボ州に７０カ所、タチラ

州に７０カ所など全国に点在する。 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/c6937451648bc4df61eabefa2b87935e.pdf
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経 済                        

「国内組み立て台数 １２４５台に急増」           

 

「ベネズエラ自動車部品商工会（Favenpa）」のオマー

ル・バウティスタ代表は、「Union Radio」のインタビュ

ー番組に出演。 

 

２０２４年１～５月までの自動車組み立て台数が１２

４５台になったと言及。前年同期（２３年１～５月）の

１４台と比べて８７９３％増えたと説明した。 

 

ただし、１２４５台のうち９５．５％に相当する１１８

９台は CKD（全ての部品を輸入し、現地で組み立てて

車を完成させる方式）で、ベネズエラ国内の部品を使用

していないという。 

 

なお、国内で組み立てられた自動車１２４５台のうち約

５０％は一般乗用車で、残り５０％は貨物車など商用自

動車だという。 

 

また、バウティスタ代表が「Bloomberg」に対してコメ

ントした内容によると、２０２４年１～５月の新車販売

台数は４２７９台で、６５％は一般乗用車、３５％はバ

ス・貨物自動車など商用車だという。 

 

「ベネズエラ ガス排出量が多い国で第５位」                  

 

「世界銀行」は、ガス汚染に関するレポート「Global Gas 

Flaring Tracker」を公表。 

 

同レポートによると、２０２３年のエネルギー会社によ

るガス排出量は合計１兆４８００万立法キューブで、前

年比７％増だという。 

 

 

 

 

ガス排出量の多い国を順番に挙げると、ロシア、イラン、

イラク、米国、ベネズエラ、アルジェリア、リビア、ナ

イジェリア、メキシコ。 

 

上記９カ国だけでガス排出量全体の７５％を占めてい

るという。 

 

なお、ベネズエラ、アルジェリアについては、ガス排出

量が減少しているようだ。 

 

「ベネズエラ １２四半期連続で経済成長？」                  

 

デルシー・ロドリゲス副大統領は、２４年第１四半期（１

～３月）の経済成長率について前年同期比７％増だった

と説明。 

 

２４年第２四半期（４～６月）もプラス成長が予見され

ており、１２四半期連続でプラス成長が続いているとの

見解を示した。 

 

ロドリゲス副大統領は、「ベネズエラ経済は Cepal や

IMF が予想しているよりも大きく成長する」と言及。 

 

なお、２０２３年の経済成長率について、ベネズエラ中

央銀行はまだ正式には結果を公表していないが、マドゥ

ロ大統領は、同年の経済成長率について前年比５．５％

増だったと言及。 

 

他方、「ベネズエラ金融観測所（OVF）」は、２３年のベ

ネズエラの経済成長率について、前年比マイナス１．

２％としている。 
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「CENDAS-FVM ５月の基礎食糧費は５４７㌦」                  

 

５人家族の食費調査を行っている非政府系団体

「CENDAS-FVM」は、２４年５月の基礎食糧費（６０

品目にかかる費用）を公表した。 

 

CENDAS-FVM によると、２４年５月の基礎食糧費は

ドル建てで５４７．１３ドル（ボリバル建てでは２１，

７８６．８７ボリバル）。 

 

先月の５５２．２９ドルから５．１６ドル減ったことに

なる。これは１日当たりの食費が１８．２３ドルである

ことを意味する。 

 

また、CENDAS-FVM の基礎食糧費をベースとした５

月のインフレ率は先月比０．９％増。２０２４年１～５

月のインフレ率は７．８％増。２０２３年６月～２４年

５月までの１２カ月分の累積インフレ率は５５．４％と

なった。 

 

品目別で物価上昇が大きかったのは「穀物および穀物製

品」で同３．４２％増。他、「肉・肉加工品（同１．８

４％増）」「魚介類（同１．６６％増）」「牛乳・チーズ・

卵（同１．２７％増）」なども物価上昇が大きかった。 

 

 

（写真）CENDAS-FVM 

 

社 会                        

「デジタル通貨で決済できる店舗が減少」           

 

日本では３月に学年が終了するが、ベネズエラでは、通

常７月上旬頃に学年が終了し、９月中旬に新学期が始ま

る。 

 

一般的に言うと、２０２４年は７月１５日～９月１３日

までが学校休暇に当たる。この時期はバケーションシー

ズンに当たり、家族全員で旅行に出かけることが多い。 

 

「全国商業サービス商工会（Consecomercio）」の

Gustavo Valecillos 代表は、「小売業界はバケーションシ

ーズンに向けた準備を進めている」と言及。 

 

また、９月から始まる新学期に向けて、新学期前の需要

に対応するため商品在庫を増やしていると述べた。 

 

デジタル通貨の決済について、Valecillos 代表は「デジ

タル通貨で決済できる店舗は減少している」と指摘。 

 

一方「デジタル通貨での決済が完全になくなることはな

い。しかし、多くの店舗でデジタル通貨の利用が出来な

くなった」と述べた。 

 

他、Gustavo Valecillos 代表によると、販売は順調では

あるが、税金の負担が大きく、企業にとって懸念材料に

なっていると指摘。「Consecomercio は税制の抜本的な

改革を求めている」と言及した。 
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２０２４年６月２２日～２３日（土曜・日曜）              

政 治                       

「CNE 投票証人の選定規則を修正          

  ～証人は自分が投票した会場のみに限定～」        

 

選挙分野の専門家エウヘニオ・マルティネス氏は、自身

のソーシャルメディアカウントにて、「選挙管理委員会

（CNE）が投票会場の証人メンバーの選定規則を修正

した」と投稿した。 

 

「投票会場の証人メンバー」とは、選挙当日に選挙プロ

セスが適切に運営されているかを監視するメンバーで、

投票箱の集計結果と電子集計の数字を照合し、誤差がな

いかなどを確認する証人である。 

 

証人は大統領選に出馬する各政党が指名することが可

能で、「野党統一連合（MUD）」は、６月１７日の時点

で「９２％の証人メンバーを決定した」と発表していた

（「ベネズエラ・トゥデイ No.1078」）。 

 

マルティネス氏によると、今回 CNE が変更した規則は

承認選定規則第７条で「選挙テーブルの証人は、文字の

読み書きが可能な有権者で、CNE 職員ではない人物。

加えて、その証人が投票を行う会場から選ばれる」とい

うもの。 

 

問題は「その証人が投票を行う会場から選ばれる」とい

う部分で、これまで同要件は無かったという。 

 

マルティネス氏は、 

「MUD が選定した証人メンバーの中には、別の投票会

場で投票する有権者も含まれており、今回の条件が追加

されたことで既に証人メンバーに選定された人物の４

０％が影響を受ける可能性がある」と指摘。 

「マドゥロ政権による嫌がらせ」を非難している。 

 

 

一方、野党側は現在のところ今回の規則変更には大きく

反応していない。 

 

MCM 氏の側近的な位置付けにある「 Encuentro 

Ciudadanos」のデルサ・ソロルサノ党首は、ソーシャル

メディアに「心配する必要はない」「選挙を保証するた

め、本日の時点で、我々は必要な場所に証人メンバーを

配置している」と投稿。 

 

支持者に対して冷静になるよう促し、投票を呼びかけて

いる。 

 

「軍高官 MCM 氏のフェイクニュースを拡散」           

 

６月２１日 「戦略オペレーション指令室（Ceo-FANB）」

のエルナンデス・ラレス司令官は、野党のリーダーであ

るマリア・コリナ・マチャド氏（以下 MCM）が、軍部

や治安維持組織の解体を検討していると批判。 

 

MCM 氏が FANB、DGCIM、CICPC の解体について言

及しているとされる写真を投稿した。 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/48b4e603ecafb68983bc13243a76ae01.pdf
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（写真）@dhernandezlarez 

 

MCM 氏の背後にあるボードには「Eliminar FANB、

DGCIM、CICPC（FANB、DGCIM、CICPC を排除す

る）」と書かれている。 

 

しかし、この訴えに対して MCM 氏はラレス司令官の

投稿した写真は偽物と反論し、１本の動画を投稿。 

MCM 氏が投稿した動画の背後にあるボードには何も

書かれていなかった。 

 

「英バークレイズ銀行 政権交代を予見」                  

 

６月２０日 英国の「Barclays 銀行」のアナリスト

Alejandro Arreaza 氏および Jazon Kleene 氏は、ベネズ

エラの大統領選に関するレポートを公表。大統領選で政

権交代が実現できる可能性があるとの見通しを示した。 

 

同レポートでは、マドゥロ政権は、政権維持のために 

「① 選挙を延期する」 

「②ゴンサレス候補の出馬を禁止する」 

「③不正選挙を行う」 

の３つの選択肢があったが、「③ 不正選挙を行う」を選

んだと指摘。 

 

この選択はマドゥロ政権にとってリスクが高く、政権交

代の可能性があるとしている。 

 

また、選挙自体は自由で公平なものではないが、野党支

持者の投票意欲は高く、マドゥロ大統領とゴンサレス候

補の支持率に大きな開きがある現在であれば、不平等な

選挙でもゴンサレス候補が勝利できると指摘。 

 

他、「マドゥロ政権は一枚岩ではなく、マドゥロ政権は

全てが自由にできるわけではない」と指摘。政権交代に

向けた交渉を余儀なくされる可能性があるとの見解を

示した。 

 

経 済                       

「民間セクターの外貨供給で為替レートが安定」            

 

デルシー・ロドリゲス副大統領によると、２０２４年１

月～５月までに石油産業を中心とする民間セクターは

両替市場に８０億ドル超の外貨を供給したという。 

 

この数字は、２０２２年に民間セクターが両替市場に供

給した外貨の総額を上回っているという。 

 

また、２０２３年に民間セクターが両替市場に供給した

外貨は１４５．９億ドルで、２０２４年は２３年を超え

ることはほぼ確実と指摘。 

 

経済妨害に勝利しようとしているとの見解を示した。 

 

一方、中央銀行が２０２４年に両替市場に供給した外貨

は１９．３億ドル。 

 

民間セクターと併せて１～５月までに約１００億ドル

を両替市場に供給していることになり、これが為替レー

トのボリバル安の進行を食い止める大きな要因になっ

ているようだ。 

 

「世界競争力ランキング ６７カ国中６７位」         

 

スイスのビジネススクール「国際経営開発研究所

（IMD）」は、毎年「世界競争力ランキング（Ranking de 

Competitividad Global）」を公表している。 

 

 

https://www.imd.org/centers/wcc/world-competitiveness-center/rankings/world-competitiveness-ranking/rankings/wcr-rankings/#_tab_Rank
https://www.imd.org/centers/wcc/world-competitiveness-center/rankings/world-competitiveness-ranking/rankings/wcr-rankings/#_tab_Rank
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IMD は、世界競争力ランキング２０２４年度版を更新。 

ベネズエラは調査対象となっている６７カ国中、最下位

の６７位。１００点満点中２８．８５点だった。 

 

南米・カリブ海諸国で最も評価が高かったのはチリで４

４位。次いで、プエルトリコが４９位、メキシコが５６

位、コロンビアが５７位、ブラジルが６２位、ペルーが

６３位、アルゼンチンが６６位と続く。 

 

 

 

なお、１位はシンガポールで１００点満点中１００点。 

日本はクウェートと同順位の３８位で６５点。 

米国は１２位（８３．５点）、中国は１４位（８１点）だ

った。 

 

「IMF ２４年ベネズエラインフレ率１６０％？」         

 

「国際通貨基金（IMF）」は、２０２４年、２５年の南米

諸国のインフレ率見通しを公表。ベネズエラについて、

２０２４年は前年比１６０％増、２５年は同１５０％増

との見通しを示した。 

 

 

ベネズエラのインフレのインフレ率は安定傾向にあり、

中銀による２４年１～５月の累積インフレ率は７．８％。 

OVF も同１５．３％としており、IMF の見通しはかな

り悲観的な見通しと思われる。 

 

 

（写真）IMF 

 

社 会                       

「TT ベネズエラ移民の学校入学を許可」            

 

６月２２日 トリニダード・トバゴ（TT）の教育省は、

今年の９月からベネズエラ移民の学生の同国学校への

入学を認めると発表した。 

 

経済危機を受けて、TT へのベネズエラ移民が大量に流

入している。この状況を受けて、多くのベネズエラ移民

が以前から TT の学校への入学許可を求めていたが、よ

うやく実現したことになる。 

 

なお、TT の学校への入学が出来るのは１８歳以下のベ

ネズエラ人で、両親が移民登録されていることが条件に

あるという。 

 

以上 


